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［背景・ねらい］

過剰脂肪の蓄積を抑えたへルシーな鶏肉を求める消費者ニーズに対応するため、過剰

脂肪蓄積抑制効果のある高蛋白質飼料原料を有効活用した低脂肪の高品質ブロイラー生

産技術を確立する。

［成果の内容・特徴］

①高蛋白質飼料原料（フェザーミール10％）を０～56日齢と22～56日齢に給与したもので

は、５６日齢時の腹腔内脂肪重／生体重比に大きな差は認められず、給与期間は22～56日齢

が適当である（表１）。

②22～56日齢に、ＭＥ／ＣＰ比の異なる飼料を給与しても、育成率に差はない。５６日齢時

の体重は、雌雄ともにＭＥ／ＣＰ比178区が最も優れる。ＭＥ／ＣＰ比178の飼料給与区

の体重を100とした時、ＭＥ／ＣＰ比125～167の飼料給与区の体重は雄では90.0～93.5、

雌では95.6～99.1となり、飼料中のＭＥ／ＣＰ比に対し、性による増体に対する反応が異

なる（表２）。

腹腔内脂肪量は冬期で多く夏期で少ないが、対生体重比では夏期で高く、冬期で低い。

③ＭＥ／ＣＰ比と、雌雄平均の腹腔内脂肪重／生体重比の間には、有意の回帰直線が得ら

れた（表３）。

④代謝エネルギー（ＭＥ）は3,150kcal／Kg、蛋白質（ＣＰ）含量を22.8％（ME／CP＝138）

の飼料組成にすることにより、腹腔内脂肪量2.7％、体脂肪率13.4％程度の低脂肪化ブロ

イラー生産が可能となる（表３）。

［成果の活用面・留意点］

①ＭＥ／ＣＰ比の低い飼料を給与することによって低脂肪化が可能となり、ヘルシー鶏肉

生産技術に活用できる。

②高蛋白飼料給与することにより、窒素の排池量が増えるため、適度な蛋白質含量にする

ことが必要となる。

③必須アミノ酸が、飼養標準に適合するような飼料組成にする必要がある。
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低脂肪ブロイラー肉生産技術

[要約］ブロイラーニ肉の低脂肪化ための飼料組成について検討した結果、腹腔内脂肪

重／生体重比と飼料のＭＥ（代謝エネルギー）／Ｃｐ(蛋白質含量)比との間には有意

な相関があり、ＭＥ／ＣＰ比の小さい飼料を給与することによって、腹腔内脂肪量は

抑制できる。
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［具体的データ］

表１高蛋白質飼料原料の給与期間と腹腔内脂肪重／生体重比（％）（平成４年）
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注）①ME／CP＝178は対照区②ME＝kcal/kg､CP＝％③同一性内の

大文字異符号間に１％水準、小文字異符号間に５％水準の有意差

あり

表３ＭE／CP比と腹腔内脂肪重／生体重比の回帰式（平成５年）

冶与飼料と給与期憎 ェ内脂Ⅲ

0～21日齢 22～56日齢 22日齢２９日齢４３日齢５６日齢

[その他］
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前期飼料

前期飼料十FN10％

後期飼料十FM10％

後期飼料十FM10％
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②Ｙ＝腹腔内脂肪重／生体重×１００

④MEの範囲は、3,000～3,200kcal/k９

注）①表示数値は雌雄平均②FM：フェザーミール

表２ＭＥ／CP比の異なる飼料の給与と育成成績（平成５年）

①Ｘ＝給与飼料のME／Cp比

③．：信頼度95％で有意

通算育５６日齢通算飼料

ME／ＣＰＭＥＣＰ成率(%）体重(9)要求率
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